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昭和61年度から活工されました、今金町総合

公園も本年度で第 4年次になります。昨年度で

地表面の整地が終わり、全体像が現われてきま
しfニ。
当公園は、今金市街地と背中合わせに位置し、

また、市街地はもとより 、田代、八束、金原方

面も 望できる大変、 景観が良い立地条件に恵
まれています。

町民の憩の場、総合的なレクリヱーンヨン活

動の場、散策、森林浴の場として平成 4年度の

完成が待たれます。
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(1)基本方針

O地域的特性を生かした植物を活用 し、

花の美しいものそして開花後結実 し、

選定する。

O道南市場性の高いしかもi1i:南地域に適した植樹を選定する。

口公園主主駐に伴い樹木寄付の植栽を考I百ーする。

(2) 基本計画

。外園路周辺等は、成長円速い街種を選定し、植栽によ る景観構成が盤うよ

うにする。

口外園路の山側を高木、低木で修景し、庭園風の沿道植栽にする。

O植栽樹木は、高木については春に鴨花も夏に明新緑愉秋に恥結実 紅禁輸

と3ンーズンに特色を持ったものを、また、潜木については闇路を歩き な

がら花をためしみ、実をたのしみ、紅葉もたのしめるものを植栽する。

D広場には、ケヤキ等を配植し、樹冠下の広い樹程を選定し、将来緑蕊スペ

ースを考えることとする。

O町民による寄付樹木は極力利用L、景観構成の盤うように植栽地を考える。
特にサクラの寄付が多いのてe広場付近の図路に植栽することにより 、春に

花見等レクリエーショ ンの場を設けることが可能になるよう楠殺する。

01草木及び中木は、グループごとに群植L、修景的に美観を拐なわないよう
植栽する。

D日聞が多い箇所には、サツキ ツツ ジ等の低木密群を植栽する。

Dサツキの寄せ植えは曲線を作り 、国l路の歩行者向視線に変化をも たせるよ
う植栽する。

D法面付近上部には、 芝桜を列植し、将来、

え
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本
年
度
は
次
の
工
事
が
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本
年
度
は
、
主
に
ピ
ク
-
一

y
ク
広
場
内

整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
給
水
工
事

五
ヶ
所

(一

O
O
μ
)
、
炊
事
場

一
ヶ
所
、

電
気
工
事
と
し
て
照
明
灯
が
七
基

(一

O

O
月
の
水
銀
灯
)
が
設
置
き
れ
ま
す
。

ま
た
、
緑
路
二
九
O
μ
と
広
さ
三
O
O

平
方

μ
の
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
、
そ
の
外
、

四、

0
0
0平
方
日
川
町
叶引
き
つ
け
芝
と
サ

ク
ラ
、
ツ
ツ
ジ
、
松
、
オ
ン
コ
等

一
、
二

八
三
本
と

一
、
七
六

O
株
の
芝
桜
を
、
昨

年、

町
民
の
方
か
ら
ご
寄
贈
願

っ
た
サ
ク

ラ
、
オ

ン
コ
等

一
O
七
本
と

一
緒
に
、
植

栽
方
針
、
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
各
々
植

栽
き
れ
ま
す
。
五
月
末
着
工
、
十

一
月
末

の
完
成
予
定
で
す
。

""・奴崎
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下垂を 目的 とした植栽をする。

総合公圏全体図

者の

て管理します

町
で
は
、

町
民
的
恕
の
場
、
創
造
ふ

れ
あ

い
の
森
と
し
て
町
民
の
方
に
親
し

め
る
公
園
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
、
町
民
の
皆
き
ん
に
ご
寄

贈
願

っ
た
倒
木
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
、

植
栽
同
計
画
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

本
年
度
も
町
民
的
方
多
数
の
ご
寄
贈
を

お
願
い
し
ま
す
。
寄
贈
願
っ
た
樹
木
に

し

つ
い
て
は
、
名
札
を
つ
け
て
大
事
に
管

理
し
ま
す
。
あ
な
た
も
今
金
町
総
合
公

園
づ
く
り
に
参
加

・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
.
募
集
樹
種
は
、
サ
ク
ラ
、
オ

ン
コ
、
各
果
樹
木
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
等
で

す
。
た
だ
し
、
雑
木
は
除
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
.
ご
寄
贈
で
き
る
方
は
、
建

設
課
都
市
計
画
係
ま
で
日
ニ
報
下
さ

い。

取
り
に
行
き
ま
す
。

寄贈

名札をつけ

としもお願い一
63年度寄贈分
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牛車章平調一万キログラム

遺戚を調う

湯元牧場

岡鈴
町
内
鈴
岡
で
酪
農
業
を
営
む
湯
一
括

智
彦
♂
の
牧
場
で
は
、
昭
和
六
十
三

年
乳
牛
検
定
成
績
で
牛
群
平
均

一
O
、

三
二
七
日
と
一

万
民
を
達
成
し
ま
し

た
よ
全
道
牛
群
平
均
七
、

三
O
五
公、

今
金
町
牛
群
平
均
六
、
八
五
三
白
)

こ
れ
は
今
金
町
で
は
初
め
て
、
道

議しみです、野外襲童書

かや葺屋撮@窃ずまや

A 

る

今小 P T 

造

今
金
小
の

P
T
A
で
は
、
同
小
の

中
庭
に
ヨ
ン
や
カ
ヤ
を
使
っ
た
「
あ

ず
ま
や
」
を
造
り
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
小
が
こ
と
し
開
校
九

十
周
年
を
迎
え
る
た
め
、
昨
年
か
ら

準
備
を
進
的
、
四
月
九
日
に
二
十
名

議道事故

錨草認を奮う

交通安全運動推進委員会

南
で
は

一
昨
年
内
北
桧
山
町
内
田
中
今
金
町
交
通
安
全
推
進
委
員
会
で

J
に
次
ぐ
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

ル

は
、
四
月
十
三
日
、
消
防
一
一階
会
議

こ
れ
を
酪
農
仲
間
が
発
起
人
と
な

ι
室
に
お
い
て
、
会
長
の
村
本
町
長
、

り
、
四
月
十
一
日
に
農
協
二
階
会
議

?

今
金
警
察
署
長
始
的
各
委
員
が
出
席

室
で
村
本
町
長
や
大
越
組
合
長
、
酪

制

し
て
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

農
仲
間
等
六
十
名
が
出
席
し
て
、
盛
総
会
に
先
だ
ち
、
本
年
交
通
安
全

大
に
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
酪
農
自
由
化
等
農
業
を

と
り
ま
〈
状
勢
の
厳
し
い
中
、
長
い

年
月
の
努
力
内
積
み
重
ね
の
結
果
、

生
産
力
円
増
、
コ
ス
ト
低
減
、
品
質

向
上
に
つ
な
が
っ
た
も
の
で
、
や
れ

ば
で
き
る
と
い
う
目
標
を
他
の
酪
農

家
に
教
、
え
て
く
れ
る
も
の
で
し
た
。

湯
元
さ
ん
は
祝
賀
会
で
「
こ
の
度

の
結
果
に
甘
ん
ず
る
事
な
く
、
次
の

目
標
に
向
か
っ
て
努
力
し
ま
す
。
」

と
謝
辞
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
地
域
内
リ
ダ
と
し
て

酪
農
生
産
技
術
向
上
と
今
金
町
酪
農

発
展
の
た
め
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。• • 
仁三222君25署長コ

運
動
に
貢
献
し
て
、
今
回
、
交
通
安
全

指
導
員
退
任
者
の
白
石
光
喜
♂
、
天

満
清
治
♂
、
加
藤
清
三
郎
♂、

田
中

幹
郎
♂
に
各
々
感
謝
状
と
記
念
品
、

ま
た
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
か
ら

交
通
指
導
員
五
年
間
経
験
者
の
上
田

い
ま
か
ね
雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
、

四
月
十
五
日
早
朝
の
午
前
六
時
か
ら
雪
ま

つ
り
会
場
町
大
和
ふ
れ
あ
い
広
場
で
清
掃

作
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
雪
ま
つ
り
実
行
委
員
を
始

め
婦
人
会
、
多
数
の

一
般
町
民
等
六
十
名

で
し
た
。
冬
の
聞
に
埋
も
れ
て
い
た
ゴ
ミ

や
空
き
缶
を
二
J
ト
ラ
ン
ク

一
台
分
と
燃

え
る
ゴ
ミ
を
燃
や
し
た
り
、

ン
ョ
ベ
ル
ド

l
ザ
で
若
干
の
整
地
も
行
い
ま
し
た
。

会
場
は
、
一
時
間
ほ
ど
で
き
れ
い
に
な

り
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
子
供
達
の
遊
び

場
と
し
て
、
安
全
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

ロマンの大地今金

団@新しい観先H~フ

できる

の
P
T
A
会
員
が
参
加
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。
仕
上
げ
に
は
、
日
進

部
落
の
五
十
嵐
♂
谷
さ
ん
が
あ
た
り
、

昨
年
秋
に
日
進
部
落
総
出
で
集
め
た

カ
ヤ
三
五
O
束

(
三
O
Hン
い
川
)
や
、

町
で
は
、
今
金
の
み
ど
こ
ろ
と
良

よ
し
十
束
、
エ
ン
バ
ク
三
O
束
を
大
き
を
広
く
宣
伝
す
る
た
め
、
新
し
い

変
め
ず
ら
し
い
、
古
い
道
具
、
お
し
観
光
パ
ン
フ
レ

y
ト
五
千
部
を
印
刷

切
り
二
丁
、
ね
こ
(
形
を
整
、
え
る
も
し
、
今
金
に
訪
れ
た
人
に
配
っ
た
り
、

の
)
二
丁
、
屋
根
専
用
ハ
サ
ミ

一
丁
、
道
内
外
の
観
光
関
係
機
関
な
ど
に
も

は
り
(
二
灯
く
ら
い
の
先
が
尖
っ
て
送
付
し
ま
し
た
。

穴
が
あ
い
て
い
る
細
い
棒
)
二
本
等

レ

新
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
内
容
は

を
使
っ
て
、
昔
、
手
伝
い
に
行
っ
て

コ

折
り
た
た
み
式
で
、
広
げ
る
と
新
聞

見
て
覚
え
た
記
憶
を
た
ど
り
な
が
句
、

し

紙
大
の
サ
イ
ズ
で
町
の
大
自
然
や
観

三
十
年
ぶ
り
の
作
業
を
楽
し
そ
う
に

昨日

光
名
所
、
お
祭
り
、
道
南
唯

一
の
ス

し
て
お
り
ま
し
た
。

話

ケ
l
ル
の
雪
ま
つ
り
、
お
土
産
品
な

完
成
し
た
の
は
高
き
五
日
川
、
縦
三
一
ど
カ
ラ
フ
ル
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

灯
、
横
五

μ
の
あ
ず
ま
や
で
、

一
ク

ラ
ス
が
楽
に
入
れ
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
建
物
を
下
か
ら
見
ま

す
と
天
井
に
ヨ
ン
が
美
し
く
饗
扶
と

並
び
、
現
代
に
は
な
い
独
特
の
味
わ

い
を
持
っ
て
い
ま
す
。

学
校
関
係
者
や
児
童
は
、

P
T
A

の
大
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
、
感
謝
と

喜
び
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

己主2222孟ゴ
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保
夫
♂
、
河
村
晴
雅
さ
ん
、
杉
林
正
光

さん
、
新
井
マ
サ
子
き
ん
に
も
各
々
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
の

事
業
報
告
と
決
算
を
承
認
、
平
成
元

年
度
内
事
業
計
画
と
予
算
を
決
め
ま

し
た
。事
業
計
画
で
は
、
行
楽
期
の
自
転

車
の

一
斉
点
検
、
事
故
多
発
期
内
七

月

一
日
か
ら
十
日
ま
で
ア
ド
バ
ル
ー

ン
作
戦
、
各
学
校
の
交
通
安
全
教
室

な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
総
会
の
あ
と
今
金
八
幡
神

社
で
交
通
事
故
絶
滅
を
誓
っ
て
安
全

祈
願
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
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〔

町
商
工
会
婦
人
部
で
は
、
新

一
年

生
を
悲
惨
な
交
通
事
故
か
ら
守
る
た

め
、
毎
年
つ
り
鐙
型
の
鈴
を
町
内
八

校
百
二
十
人
の
新
入
児
童
に
贈
り
、

父
母
を
始
的
関
係
者
か
ら
大
変
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
部
員
が

一
ヶ
月
が
か
り
で
つ
り
鐘
型
の
鈴
に

黄
色
毛
糸
の
カ
パ
ー
を
つ
け
、
そ
れ
に
ピ
ン
ク
の
リ
ボ

ン
を
結
び
、

一
つ
ひ
と
つ
て
い
ね
い
に
仕
上
げ
た
も
の

で
す
。
代
表
三
人
が
=
一月
二
十
七
日
に
神
社
で
御
放
を

受
け
た
あ
と
教
育
委
員
会
を
訪
れ
、
教
育
長
に
愛
の
定

期
便
を
手
渡
し
ま
し
た
。

鈴
の
音
を
鳴
ら
し
た
、
新
入
生
が
通
り
ま
し
た
ら
芦

を
か
け
て
下
さ
い
。

建
設
省
の
全
国
一

級
河
川
町
水
質
調

査
で
、
日
本
一
き

れ
い
な
川
と
折
り

紙
を
つ
け
ら
れ
た

利
別
川
、
特
産
物

「
今
金
男
爵
」
の

ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
、

サ
イ
ロ
の
下
の
広

々
と
し
た
牧
場
で

草
を
は
む
牛
の
群
れ
、
秘
湯
ブ

l
ム

で
人
気
上
昇
中
町
美
利
河
温
泉
、
涼

味
満
占
の
渓
谷
美
オ
オ
シ
ュ
ブ
ン
ナ

イ
の
滝
、
種
川
国
道
沿
い
の
樹
齢

一

千
年
の
オ
ン
コ
内
木
、
日
本
初
の
女

医
、
萩
野
時
子
ゆ
か
り
の
地
に
建
つ

イ
マ
ヌ
エ
ル
教
会
な
ど
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
特
産
物
の
メ
ノ
ウ
製
品
や

竹
細
工
、
木
工
品
を
生
産
し
て
い
る

花
石
町
地
域
特
産
品
セ
ン
タ
ー
の
代

表
的
作
品
な
ど
も
掲
載
し
て
お
り
、

そ
の
ほ
か
、
ひ
と
目
で
町
内
的
地
図

が
わ
か
る
ア
プ
ロ

ー
チ
ガ
イ
ド
や
旅

館
な
ど
も
一
覧
表
に
し
て
紹
介
し
て

い
ま
す
。
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⑧
⑧
⑦
③
 

も
う
使
わ
な
く
な
っ
た
り
、
ほ
こ
り
を
か
ぶ
っ
て
忘
れ
か
け

ら
れ
た
、
文
化
財
を
少
し
で
も
保
存
し
、
息
を
吹
き
か
け
、
現

代
に
よ
み
が
え
ら
せ
、
後
世
に
伝
え
る
こ
と
は
、
私
遣
の
義
務

で
す
。

町
で
は
、
平
成
二
年
度
に
美
利
河

地
区
に
惇
物
館
を
建
設
予
定
で
す
。

博
物
館
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
た
め

に
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

白

'
F
-

吹
き
か

白
山

d
e
l

キ
JL
ょ
う

マ

@
@
⑤
 

議
開
九
⑪
@
‘ 

重3

@ 

I(Q 

ど

長;41|仰

" 

私たちの先人は、どんな道具を用い、

んなくりしをしていたのでしょう?

それを教えてくれるのが物置や倉庫

の中でほこりをかぶり、忘れかけら

れた道具たちです。

これらの道具は、一度失われて

しまうと、もう二度と取り戻すこ

とのできない大切な文化i量産です。

噴I~ !月，. 
崎 h

;強

tf 
zg号令1i;宍草
川 町一 J 

iiiLflj;ι 
年 ー ‘

~ 
4 

連
一緒
一下
一さ
一い

を炉些主立整をき

昭和41年秋竣工の現庁舎

重

量

り
一の
一老
一人
一ク
一ラ
一ブ
一会
一員
一へ

捨
て
よ
う
と
思
っ
て
い
た
古
い
農
機
具
、
馬
具
、
日
常
用
具
な
ど
、
明
治

3
昭
和
三
+
年
代
く
ら
い
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
老
人
ク
ラ
フ

の
会
員
の
方
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

〕6
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昭和 8年竣工役場斤舎(8 年~41 年)
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園
口幽
圃
圃
函
園

二
年
生
に
な
っ

て

す
。
ぺ
ん
き
ょ
う
ゃ
う
ん
ど
う
を
が

八
束
小
二
年

中
野

真

理

子

ん
ば
り
た
い
で
す
。
そ
れ
と
ほ
か
の

わ
た
し
は
、
二
年
生
に
な

っ
て、

一
年
生
の
め
ん
ど
う
を
み
た
い
で
す
.

う
れ
し
か

っ
た
こ
と
は
、

一
年
大
き

二
年
生
に
な
っ

て

く

な

っ

て

二

年

生

に

な

っ

た

こ

と

で

八

束

小
二
年

日
置

マ
リ
ア

す
。
一
一
年
生
に
な
っ
た
の
で
、
一
年
わ
た
し
は
、
二
年
生
に
な
っ
て
、

生
で
で
き
な
か
っ
た
理
か
と
体
い
く
さ
ん
す
う
や
こ
く
ご
を
が
ん
ば
り
た

は
、
ぜ
っ
た
い
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
い
で
す
.

一
年
生
の
と
き
、
か
ん
字

二
年
生
町
べ
ん
き
ょ
う
が
ど
ん
な
や
け
い
さ
ん
な
ど
、
ま
ち
が
え
て
い

に
む
ず
か
し
〈
な
る
か
た
の
し
み
で
ま
し
た
。

す

。

で

も

、

二
年
生
に
な
っ
た
か
ら
、

わ
た
し
は
、
ニ
年
生
に
な
っ
た
の
か
ん
字
や
け
い
さ
ん
な
ど
、
が
ん
ば

で
、

一
年
生
に
な

っ
た
、
お
と
う
と

り
た
い
で
す
。

の
大
す
け
と
広
大
の
め
ん
ど
う
を
み
二
年
生
の
べ
ん
き
ょ
う
は
、
一
年

な
い
と
だ
め
な
の
で
、
た
い
へ
ん
で
生
よ
り
、
む
ず
か
し
い
の
で
唱
た
く

ゆ
剣
劇
引
制
刺
引
引
川

j
裂
寸副
部
訟
判
記
阿
町

一

優
し
い
ナ
l
ス

に

属

看
髄
学
校
を
卒
業
し
て
、
小
さ
い

一

時
か
ら
希
望
的
看
護
婦
と
し
て
、
地

一

元
の
国
保
病
院
で
働
ら
く
こ
と
に
な

一

り
ま
し
た
。

仇

「
い
つ
で
も
笑
顔
を
た
や
さ
な
い
、

書

優
し
い
ナ
l
ス
に
な
り
た
い
と
を

墨

て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
〈
お
願
い
し
ま

易

て

」

マ

伊

藤

さ

ん
は
、
寒
昇
で
農
業
を
営

砂

む

孝

さ

ん
の
五
人
姉
妹
の
長
女
で
す
。

ヲ

趣

味

は

、

休
日
を
利
用
し
て
の
ド
ラ

一

イ
ブ
が
楽
し
み
と
い
う
現
代
的
な
可

}

愛
く
て
明
る
い
娘
さ
ん
で
す
。

伊
藤
未
来
子
さ
ん
側

さ
ん
べ
ん
き
ょ
う
し
て
、
が
ん
ば
り

な
が
ら
た
く
さ
ん
と
も
だ
ち
を
つ
く

り
た
い
で
す
。

一
年
生
の
せ
わ
も
す
る
け
ど
、
上

の
学
年
に
せ
わ
を
、
か
け
な
い
よ
う

に
し
た
い
で
す
。

新
し
い
学
年
に
な
っ

て

八
束
小
四
年

岡

林

小

百
合

わ
た
し
は
、
三
一
年
生
の
時
、
社
会

と
理
科
が
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
わ
け
は
、
家
に
帰

っ
た
ら

す

f
ふ
く
習
し
な
か

っ
た
か
ら
で
す
。

だ
か
ら
、
四
年
生
に
な
っ
た
の
で

家
に
帰
っ
た
ら
き
ち
ん
と
ム
く
習
を

し
ま
す
。
計
算
も
強
く
な
り
た
い
で

す。

三
年
生
の
時
、
計
算
が
あ
ま
り

で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
家
に
帰

っ
た
ら
、
計
算
を
二
十
題
ぐ
ら
い
ず

つ
や
る
よ
う
に
し
ま
す
。
学
校
で
も
、

は
ん
学
習
で
も
計
算
れ
ん
習
を
し
て

が
ん
ば
り
ま
す
。

生
活
に
つ

い
て
は
、
手
伝
い
を
あ

ま
り
や
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
、

毎
日
、
茶
わ
ん
洗
い
や
に
わ
は
き
を

や
り
ま
す
.
そ
し
て
、
色
々
な
こ
と

に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

、
み
ん
怠
の
広
場
」
は
、
町
民

的
皆
さ
ん
に
投
稿
し
て
い
た
だ
い

た
作
品
を
紹
介
し
た
り
、
皆
き
ん

の
伝
曹
を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。
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湯
舟
Jb
¥せ
ν

マ
町
職
員
の
人
事

四
月
一
日
付
で
次
の
と
お
り
人
事

異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

。
新
採
用

V
耕
地
開
発
撚

農
業
開
発
係
兼
土
地
改
良
係
東
海
林

V
農
林
課

農
政
係
兼
農
業
振
興
係

官

v
国
保
病
院

看

稽

腕

森

朋
彦

伊
藤
未
来
子

商

川

寿

子

V
軽
自
動
車
税
の
納
期
は

五
月
三
十
一
日
ま
で

町
税
の
軽
自
動
車
税
の
納
期
は
、

五
月
三
十

一
日
ま
で
で
す
。
納
税
は
、

も
う
お
済
み
で
す
か
。

町
税
は
、
町
が
い
ろ
い
ろ
な
事
業

" 5月みんな

を
行
う
た
め
に
使
わ
れ
る
貴
重
な
財

源
で
す
。
納
期
内
に
納
め
る
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
税
務
課
徴
収
係
〉

V
自
動
車
税
の
納
期
限
は

五
月
三
十
一
日
で
す
/

五
月
は
自
動
車
税
の
納
期
で
す
。

わ
す
れ
ず
に
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま

し
ょ
‘
ヮ
。

君主

品再
草
を
売
っ
た
り
、
貰
っ
た
り
し
た

と
き
は
、
移
転
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

*
廃
車
を
す
る
と
き
は
、
抹
消
登
録

を
し
ま
し
ょ
う
。

*
納
税
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

*
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
と
き
は
、

渡
島
支
庁
自
動
車
税
係
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

(
0
1
3
8
'
日

9
1
1

1
)
〈
渡
島
支
庁
税
務
部
徴
収
線
〉

V
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る

制
度
を
知
っ
て
い
ま
す
が

な
ん
ら
か
の
理
由
で
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険

料
免
除
の
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

手
続
き
を
す
る
と
、
手
続
き
を
し

た
期
間
に
つ
い
て
は
受
給
資
格
期
間

と
し
て
扱
わ
れ
、
免
除
月
数
町
三
分

の

一
が
納
付
月
数
と
し
て
計
算
さ
れ

る
な
ど
、
有
利
な
在
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
免
除
の
手
続
き
は
い
つ
で

も
で
き
ま
す
が
、
五
月
中
に
手
続
き

を
す
る
と

一
年
間
免
除
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、

白町
民
福
祉
課
年
金
係

(
内
線
八
四
番
)
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。
〈
町
民
福
祉
課
年
金
係
v

v年
金
相
飯
田
の
お
知
ら
せ

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
殺
を
次

の
日
程
で
お
受
け
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
し
て
下
さ
い
.

日
い
一霊ロき
五
月
二
十
四
日
榊

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

二
、
と
こ
ろ
役
場
町
民
相
談
室

三
、
相
談
員
函
館
社
会
保
険
事
務

所
職
員
一
名〈町
民
福
祉
課
年
金
係
〉

V
山
菜
と
り
の
事
故
防
止
に
つ
い
て

山
菜
と
り
等
に
出
か
け
る
と
き
は

次
の
こ
と
に
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

D
お
と
し
よ
り
ひ
と
り
で
の
山
歩
き

は
危
険
で
す
。
必
ず
家
族
向
者
が

同
行
し
ま
し
ょ
う
。

。
山
の
天
気
は
変
わ
り
ゃ
す
い
も
の

で
す
。
必
ず
雨
具
と
防
寒
衣
を
用

意
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

。
山
菜
と
り
に
夢
中
に
な
る
と
方
角

を
見
失
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
、
地

形
を
よ
く
見
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

D
道
に
迷
っ
た
と
き
は
、
む
や
み
に

歩
き
ま
わ
る
と
体
力
を
消
耗
し
、

か
え

っ
て
山
奥
へ
入
り
込
む
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。
お
ち
つ
い
て
自

分
の
位
置
を
た
し
か
め
ま
し
ょ
う
.

0
春
は
熊
町
出
没
す
る
季
節
で
す
。

と

〕日1
 
〔

社会福祉協議会だより 1. 4. 10 

務先の皇学園、盟奔棚、社会福祉協蟻会への多額の
ごl1f1itぁqがと ヲζぎいまLた. (敬株時)

〈秋田県〉 〈白檀町〉 加藤チヨ

若 聾 荘 t曽野党教 松崎良子

〈画館市〉 〈今壷町〉 富岡守団

竹次世郎 菅 昭夫 日回 贋

竹次千恵子 村端正 大倉啓太郎

〈苫小牧市〉 平原景ニ 荒弁正信

高捕直 吉 佐藤喜夫 今金町婦連協

〈砂川市〉 松下栄子 今金民路全

原谷 進 石川スポ Y 

〈瀬棚町〉 安藤久惜

平岡務雄 辻 事 局

〈乙部町〉 !i 金

合塩正鶴 だるま寿 L

〈江差町〉 樋口喜英桂

丸山留太郎 佐直員 拍

ひ
と
り
で
入
山
す
る
の
は
避
け
る

と
と
も
に
、
ラ
ジ
オ
、
笛
等
を
携

行
し
ま
し
ょ
う
。

〈
北
桧
山
警
察

署
v

3月 1日-5月31日まで干

格 18歳以上25歳未満の女子

=婦人自衛官を募集中=

験 6月8日(木)

用 8月下旬

台初任給 115，800円

• • 

付

合資

合受

合試

合採

• .. 

項 目 対象者 実施日 時 間 対象地区 実施全場 内 事

l日開) 老人福祉センター

8日明) 町民センタ

① 般 相談 全 住 民 15日開) 10 : 00-15 : 0。全地区 老人福祉センター 健康相談、保健指導
22日開) 町民センタ ー

29日目) 町民センター

② 妊 婦相 談 妊婦の方 9日i'kI
受付時間

全地区 町民センター
検尿、血誼検査、助産婦

12: 45-13: 15 指導、歯科指導、保健指導

③ ~L 児相談
生後

11日嗣
受付時間

全地区 町民センター 保健指導
6、9ヶ月児 9 :30-10:00 

④ l歳6ヶ月児健診
生後

11日附
受付時間

全地区 町民センタ
問診、検尿、医師診察、

l歳7、Bヶ月児 12: 30-13:∞ 歯科指導、保健指導

16日ω9:30-11:30 
⑤ 営業者検診

食品衛生法に基 13:00-15∞ 
全地区 今金保健所

問診、血圧測定、身体測定

づ〈営業者
17日附
9:30-11:30 尿検査、血桂検査

13: 00-15: 00 

⑥ 官 児講座 生桂 3ヶ月児 18日同
受付時間

全地区 町民センター 身体測定、保健指導
9 :30-10:∞ 

⑦ 乳 児健 ヨ貫ー主へシ
生雄4、7、

18日開
畳付時間

全地区 町民センター
問昔、身体制定、診察、歯科指

10， 12ヶ月児 12: 30-13: 00 導、常華指導、保瞳指導

③ 股 脱健 診
生後2ヶ月と

22日開) 13: 00-14: 00 全地区 今金保健所 股関節X線撮影
25日以上の幼児

下地区幼児
23日ω13∞~ 下地区

神丘、豊田、金原、

各小学1，2年生 八束各小学校

⑨ 
ツベルクリン 上地区幼児

24日附 13∞~ 土地区
種川、中里、花石

反応検査 各小学l、2年生 各小学校

市街地幼児 29日開) 11 : 15- 市街地 町民センター

下地区幼児
25日嗣 13 :∞~ 下地区

神丘、豊田、金原、

各小学l、2年生 λ束各小学校

⑪ 
ツベルタリン判定 土地区幼児

26日幽 13∞~ 土地区
種111、中里、花石

B C G接種 各小学l、2年生 各小学校

市街地幼児 31日附 12 : 30- 市街地 町民センター

o無医地区巡回診療種111、稲穂地区 3D日(刈受付時間 種川、稲 種川生活館 診療科目内科
住民 14: 30-15:∞ 穂地区 す志願受付 自衛隊今金募集事務所

H 2 -0258 

しいよう清潔 家導々で V んた百い採 v 
よ環 のにがす五 審 のの J た血五 献 -危 L 、//
う。 境、でまあ皆。月 の

農協役場前 で健康 λ L の月 血
の 自 明わたさこ九 衛 ご も 前十 の 用排水の遊びに気をつけて

〈 中らるりらんの 日 生 〈横 記協力に可能 すま に ー お
町 で進いをれの日は 事 厨T き は目 安日 農業用の用排水が5月かb使
民 、ん {主 、ま庭家は 福民 14 9 を し)一 、は L 

用かい しにな りますので幼児福 生でみそす 、春 日 おつの回必ず 、ら
担上 活実よしのを衛の に 祉 1500 願か献 二 献 せ 重の事故のないよう 十介気を
課 を施いてで訪委生員 衛 つ 課 いえ血百師医血 つけましょう 。f昔 い L 田I今、間生 い 衛 1614 しあは J の
生 た、に金庭家し 指 て 生 まり よ1カe目

今金土地改良区f系 L 明す町 、の導 係 0000 す。 まあ (診 で
V 
まるるをを指方日 〉

せな四祭す

〕1
 
1
 
〔



君5月の休日当番医
宮⑦3021

8④5321 

8③0324 

2②0221 

含④5011

E④5321 

ftl②0221 

指崎病院(瀬棚)

北桧山町国保病院(北桧山)

富田医院(今金)

今金町国保;病院(今金)

平 病 院(北桧山)

北桧山町国保病院(北桧山)

今金町国保病院(今金)

3日

4日

5日

7日

14日

21日

28日

令令令やや+住民の動態 やややや令や

月末現在

前月対比

(ー101)

(-41) 
4，129人 (- 60) 
2，479世帝 (- 24) 

8，020人

3，891人

3 

人口

男

女

世帯数

む

園おたんじようおめでとう

吉田挙卒、 3月6日(実九2男)南

中島沙希、 3月20日 (邦博九長女)御 影

伊藤.栄iH13月23日(義浩九2男)南国代
石橋 3113月27日(和寄九2女)昭和町

久保田由郡丸 3月31日(誠二九長女)南栄町

固いつまでもおしあわせに

シイ 御友重昭九(本町)=米国妙実さ.(栗山町)

〆 外出奇 智九(事昇)=水上和江九(八幡町)

メ 境田 哲哉さん{八開封=安藤貴美子きん 晴朗台)
メ， 佐々木裕市九{末広町)=伊庭野明美香.(南栄町)
メ，上田 祐鋭九(下憧川)=天羽
5イs 長崎 誠ーさん 下'唱が=遠藤

図おくやみもうしあげます

ヘ3月26日 77歳
3月26日 72歳

3月26日 81歳

3月27日 79歳

3月29日 72歳

4月5日 68歳

4月9日 75歳

4月16日 67歳

町3月

29日

平
成
元
年
か
ら
、
「
み
ど
り
の
日
」

と
い
う
新
し
い
国
民
の
祝
日
が
生
ま

れ
ま
し
た
。

四
月
二
十
九
日
、
長
年
親
し
ま
れ

て
き
た
こ
れ
ま
で
の

「
天
皇
誕
生

日
」
と
同
じ
目
で
す
。

日
本
は
飛
躍
的
な
経
済
成
長
を
遂

げ
‘
わ
た
し
た
ち
の
生
活
は
物
質
的

に
ほ
ぼ
満
足
で
き
る
水
単
に
な
っ
た

と
い
え
ま
す
が
、
心
の
潤
い
や
ゆ
と

るみきん (制拙町}

明美九(中里)

本町

末広町

末広町

白石

中種川

上花石

寒昇

日の出町

込

吉田辰雄九

佐藤ヨノ九

西 ハノレエ九

村上

嶋回

中i畢
森

コト九

クニーん

末四九

リツきん

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

制

②
0
1
T
T
番

〈

り
と
い
っ
た
心
の
豊
か
き
は
、
現
代

社
会
で
希
薄
に
な

っ
て
い
る
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
日
本
で

新
緑
が
芽
ぶ
く
こ
の
時
期
に
、
緑
豊

か
な
自
然
に
親
し
み
、
そ
の
恩
恵
に

感
謝
し
な
が
ら
豊
か
な
心
を
は
寸
く

む
こ
と
を
願
っ
て
、
「
み
ど
り
の
日
」

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

〕2
 
1
 
〔

編
一集
M
M厄
国

V
こ
の
時
期
、
街
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
、
鯉
の
ぼ
り
が
泳
い
で
い
る
の
を

見
か
け
ま
す
。
子
供
が
元
気
に
大
き

く
成
長
す
る
こ
と
が
殺
の
な
に
よ
り

の
願
い
で
す
ね
。

マ
五
月
は
行
楽
町
ン

l
ズ
ン
‘
何
処

へ
出
か
け
ま
す
か
。
行
楽
地
は
人
も

車
も
い
っ
ぱ
い
、
家
族
サ
ー
ビ
ス
の

た
め
、
お
父
さ
ん
は
身
体
も
財
布
も

疲
れ
ま
す
ね
。
く
れ
ぐ
れ
も
過
労
運

転
に
は
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

'v
朝
早
く
起
き
て
、
雪
ま
つ
り
会
場

で
あ
っ
た
大
和
ふ
れ
あ
い
広
場
内
一

掃
作
戦
に
出
か
け
、
ゴ
ミ
を
拾
い
な

が
ら
カ
メ
ラ
を
パ
チ
パ
チ
、
〆
切
り

が
近
い
の
で
、
フ
ィ
ル
ム
を
カ
メ
ラ

庖
に
持
っ
て
行
こ
う
と
す
る
と
フ
ィ

ル
ム
が
空
、
そ
ん
な
訳
で
写
真
を
載

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
.

こ
の
よ
う
に
失
敗
の
多
い
広
報
マ
ン

で
す
。
よ
ろ
し
〈
お
願
い
し
ま
す
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


